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主な研究課題 
 Multiparametric MRIを用いた膵胆道機能・動態評価と胆膵関連疾患診断への臨床応用 
 糖尿病患者におけるMultiparametric MRIを用いた膵臓の内外分泌機能評価 
 局所励起を用いた膵癌の拡散強調像の画質評価に関する研究 
 CT画像を用いた膵臓脂肪蓄積の定量に関する検討 
 肝臓における脂肪沈着の有無とCT造影効果に関する検討 
 肝臓のT1マッピングにおける脂肪抑制の影響の検討 
 管電圧70kVで撮像したCTとDual Energy CTの比較検討 
 人工知能を用いた慢性肝炎・肝硬変患者のCT画像におけるHCC発癌予測 
 自由呼吸下での肝臓ダイナミック造影MRIを用いた造影パターンに関する研究 
 胆嚢結石と冠動脈疾患の関連性：CT, MRIによる検討 
 原発性肺腺癌のCT解析 
 Spread through air spaces (STAS)の有無による原発性肺腺癌のCT所見の比較検討 
 新型コロナウイルス感染症の重症度と脂肪肝や膵脂肪置換との関連性についての検討 
 胆管ステント留置後の肝臓EOB-MRIにおける転移性肝腫瘍との鑑別を要する肝病変の画像
的特徴：胆管炎の関与についての検討 

 超高精細CTによる胃壁構造や胃癌深達度の描出能に関する検討 
 直腸癌における局所励起を用いた拡散強調画像の検討：従来の拡散強調画像との比較 
 頭頸部悪性腫瘍における造影T１強彫像の画質評価に関する検討 
 真珠腫性中耳炎のMRI診断における拡散強調像の有用性に関する研究 
 唾液腺基底細胞腺腫のMRI画像所見の検討（多形腺腫、ワルチン腫瘍との比較） 
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